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2025 年 9 月 29 日 

徳島県石井町 

株式会社日立製作所 

徳島県石井町で、顔認証技術を活用した高齢者移動助成券のデジタルチケット化における 

運用実証を開始 

高齢者の外出機会促進や地域交通の活性化を通じた地域創生と、交通事業者および自治体の業務効率化に貢献 

 
本実証のイメージ図 

 

徳島県石井町(以下、石井町) と株式会社日立製作所(以下、日立)は、このたび顔認証*1 による本人確認を活用

し、自治体が提供する移動助成券のデジタルチケット化における運用実証(以下、本実証)を、2025 年 10 月 1 日から

2026 年 2 月 16 日まで実施します*2。本実証では、石井町が高齢者等外出支援事業*3 として発行している紙の移動

助成券のうちタクシー助成券を、顔認証技術を活用したデジタルチケットに置き換え発行します。 

これにより、助成券の紛失リスクを回避し手ぶらでの利用で利便性が高まることで、高齢者の外出機会創出と移動促

進を支援するとともに、使用済み助成券の保管・管理の手間を省くことで、交通事業者および自治体の業務効率化を

実現します。また、高齢者の外出機会の増加により公共交通の利用が活性化されることで、地域経済の活性化、なら

びに地域創生に貢献します。今後は、バス移動助成券への展開や近隣自治体とのサービス共同化も検討していきます。 

*1 日立の公開型生体認証基盤(PBI : Public Biometric Infrastructure)に対応した「生体認証統合基盤サービス」を活用し、PBI とパナソニック 

コネクト株式会社の顔認証技術を融合することで、安心・安全な顔認証を提供。 

*2 2 月 17 日以降の継続運行も検討中。 

*3 令和７年度石井町高齢者等外出支援事業について 

 

https://www.hitachi.co.jp/products/it/finance/innovation/pbi/index.html
https://www.town.ishii.lg.jp/docs/2025032100014/
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背景 

近年、少子高齢化の進行に伴い、運転免許証の自主返納や、身体的・環境的な影響による移動の制約などの理

由から、移動手段として公共交通を利用する高齢者は増加しています。一方で、全国的に公共交通の利用客が減少

しており、特に地方部では路線の縮小や運行本数の減少が進み、サービスレベルの維持が課題となっています。これによ

り、移動手段が限られる高齢者の外出が促されず、健康面などの影響が懸念されています。 

こうした課題に対応するため、多くの自治体では高齢者の移動促進施策として、バスやタクシーの利用料助成を行って

います。石井町でも、高齢者の外出支援を目的に、高齢者等外出支援事業としてバス・タクシーの移動助成券を配布

する施策を実施しています。しかしながら、石井町を含めた多くの自治体では、これらの助成券を紙のちぎり券(回数券

型)として配布していることで、交通事業者や自治体側でも台帳管理や使用済み助成券の保管・管理に手間がかかるこ

とや、利用者側でも紙のちぎり券(回数券型)による紛失リスクや不正利用などが課題となっています。 

 

実証内容 

 

実証の流れ 

 

本実証では、石井町が配布しているバス・タクシー移動助成券のうち、タクシーを対象に実施します。利用には従来の

紙のちぎり券と同様に、事前に石井町役場での利用申請および顔認証登録を行います。利用時には、顔認証による本

人確認を通じて手ぶらでデジタルチケットの利用が可能です。デジタルチケットの利用による料金支払いは発生せず、乗車

時に助成券の残額が不足した場合は、現金やクレジットカードでの支払いが必要です。利用者は、タクシーや Web 上で

チケット残数の確認ができ、利用後には登録されたメールアドレス宛に利用履歴が送付される仕組みとなっています。 

これらのデジタル化により、高齢者など移動手段に制約のある方が、より手軽に公共交通を利用できるようになることで

外出機会の創出にもつながります。また、利用時に本人確認ができるようになり不正利用の防止が可能となります。さら

に、交通事業者・自治体双方にとっても利用状況の確認が容易となるほか、ペーパーレス化による精算業務の効率化や

運用負担の軽減が可能です。 

 

今後の展開 

今後は、バス移動助成券へのサービスの横展開や近隣自治体とのサービス共同化を進めるとともに、観光・小売・など

の分野と連携し、MaaS*4 の活用による交通サービスの高度化を検討していきます。また、このような取り組みを通じて地

域の公共交通の利便性向上と活性化を継続的に支援し、持続可能な地域創生に貢献していきます。 
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*4 MaaS：Mobility as a Service の略。デジタル技術の活用により、さまざまな交通手段による移動を一つのサービスとしてとらえ、シームレスにつな

ぐ移動の概念。 

 

徳島県石井町について 

石井町は徳島県の東部に位置し、東西約 6km、南北 5.5km のほぼ正方形の地形をしており、吉野川がもたらした実り豊かな平地と標高

200 メートル前後のなだらかな山地や丘陵地からなります。豊かな自然環境と比較的温暖な気候に恵まれ、自然と昔ながらの田園風景を残しな

がらも、近年は隣接する徳島市のベッドタウンとして開発が進み、国道 192 号線、県道 30 号線沿いのエリアを中心に、大型ショッピング施設をは

じめ、多くの小売店などが進出し、発展を続けています。公共施設、商業施設、医療、福祉機関など、暮らしに必要なものがコンパクトにまとまって

おり、都市機能と自然のバランスが良い住みやすい町です。将来ビジョンに掲げる「太陽と緑の環境都市」の実現に向け、住民一人ひとりの「住み

続けたい」を実現できるまちづくりを推進しています。 

 

日立製作所について 

日立は、IT、OT(制御・運用技術)、プロダクトを活用した社会イノベーション事業(SIB)を通じて、環境・幸福・経済成長が調和するハーモナイズドソ

サエティの実現に貢献します。デジタルシステム&サービス、エナジー、モビリティ、コネクティブインダストリーズの 4 セクターに加え、新たな成長事業を創

出する戦略 SIB ビジネスユニットの事業体制でグローバルに事業を展開し、Lumada をコアとしてデータから価値を創出することで、お客さまと社会の

課題を解決します。2024 年度(2025 年 3 月期)売上収益は 9 兆 7,833 億円、2025 年 3 月末時点で連結子会社は 618 社、全世界で約 28

万人の従業員を擁しています。詳しくは、https://www.hitachi.co.jp/をご覧ください。 

 

お問い合わせ先 

担当：千場、高島 

株式会社日立製作所 

金融システム営業統括本部  

〒100-8220 東京都千代田区丸の内一丁目 6 番 1 号 

お問い合わせフォーム：https://www.hitachi.co.jp/finance-inq/ 
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